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▼
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学
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災
害
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部
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に
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携
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災
害
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自分たちのまちは
自分たちで守るのが基本

　今回の防災訓練で
は、足腰の強い地域
防災をスローガンに
掲げ、それぞれの自
治会に合った訓練が
取り入れられます。
　自治会には、規模
の大小や戸建て、集
合住宅の割合など、
さまざまな特色があるので、自治会単位
の訓練を取り入れたことは、このことに
対応できるよい訓練になると思います。
　私たちも積極的に訓練に参加し、地
域防災力の向上に努めたいと思います。
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各
自
治
会
の
会
場
で
、安
否
確
認
訓

練（
必
須
訓
練
）と
炊
き
出
し
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
、搬
送
訓
練
な
ど
、12
の
訓

練（
選
択
訓
練
）か
ら
２
つ
程
度
の
訓
練

を
行
い
ま
す
。
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当
日
は
、９
時
に
防
災
行
政
無
線
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、雨
天
の
場
合
は
中

止
の
放
送
を
流
し
、地
域
で
の
安
否

確
認
訓
練
の
み
行
う
予
定
で
す
。な

お
、入
間
小
学
校
の
会
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に
は
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話

通
訳
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を
配
置
し
ま
す
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、８
時
30
分
ご
ろ
、

立
川
名
栗
断
層
帯
近
く
で
地
震
が
発
生

し
、計
測
震
度
５
・
８
を
記
録
し
た
。市
内

で
も
激
し
い
揺
れ
を
観
測
し
、家
屋
の
倒

壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
停
止
、さ
ら

に
火
災
が
発
生
し
、負
傷
者
も
多
数
い
る

富士見2丁目自治会

会長 廣瀬 睦
むつ

昭
あき

さん

　想定地震の見直しなどを行い

狭山市地域防災計画を改訂

　
地域防災計画とは、地震や風水害に対応するため、災害対
策基本法に基づき、国や県、市のそれぞれが備蓄、要援護者
対策、応急活動などをあらかじめ定めておくものです。今回
の改定では、埼玉県が実施した地震被害想定調査結果に基
づき、想定地震の見直しを行い計画を策定しました。
　なお、この計画は防災課、行政資料室（市役所2階）、地区
センター、公民館、ホームページでご覧いただけます。

地域防災計画の概要

① 発災後、おおむね7日間をめどに「人命第一」とし、市の能
力すべてを導入し対応します
② 各課の災害対応を時系列で定めることで、対応の明確化
を図りました
③ 災害応急を対応する方が安心して対応できる環境づくり
を図りました
④ 救援物資の受入を数か所設けることで、迅速な配給体制
の整備を図りました
⑤ ボランティアの受入体制を改善し、対応の明確化を図り
ました
⑥消防、警察、自衛隊の受入体制の明確化を図りました
⑦ 指定避難所の利用について、風水害時とその他の災害時
で区分し、対応の明確化を図りました
⑧無線システムの新設に伴い、活用方法を改善しました

特集　特集　狭山市総合防災訓練狭山市総合防災訓練

足腰のつよい地域防災を目指して足腰のつよい地域防災を目指して
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